
　春に苗を植え、みんなで育た大豆。水やり、肥料、添え木といろいろ面倒を見て、秋に収穫。
みそづくりまでやり遂げました！　《生徒達の感想》 ●大豆を育てるのは大変だったけど、おい

しくなったり、調味料になるから面白いし、楽しかった ●大豆は

健康に良いから毎日食べた方がいい。納豆

を食べることが大

事です ●大豆はい

ろいろな食べもの

に な れ て す ご い

な。大豆を使ったものを大切にしたい ●大豆の中はどうなってい

るのか知りたい ●たるに向かって投げたのが楽しかった ●ぼくは

納豆が苦手なので、食べてみようと思った ●大豆からみそを作れ

てすごいと思った ●みその作り方がわかっておもしろかった。毎

日野菜を育てている人に感謝して食べる ●みそには塩や麹が入っ

ているんだと知ったのがよかった

《畔上先生より》静かに話を聞く場
面と大豆をつぶしたり握ったリす
るなど、体を動かす活動があり、
メリハリのある内容構成だったの
で、とても楽しんで活動している
印象を受けた。みそが完成したこ

とで目標を大いに達成できた。環境への関心が大いに高まった
と思います。今後も畑の作業に心を入れていきます。今回のみ
そづくりは生徒はもちろん、我々担任も初めての体験だったこ
ともあり、新鮮かつ楽しみながら活動させていただきました。
生徒には畑を耕すところから大豆が出来上がるまでを体感し同
時に食材ができるまでの苦労も実感することができました。

みそを握ってボール状に
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ずっと指導された畔上先生

みそを作った生徒の感動に
共感する区環境教育係のお話

みそボールは
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　東京に本格的な雪が降った朝、この日「みんな来るかな？　来ないかな？」と職員が心配して
いるうち、なんと子ども14 人、保護者 13 人が集まってきました。雪なんてなんのそのです。日
頃の児童館と地域とのつながりの強さに感銘しました。

　収穫した綿に触り、
ポリエステルの感触と
比べ、ワタの温かさ丈
夫さ、汗を吸いやすい
など体を守るワタの長
所を学び、タネとワタ
を分離し、かわいい人
形を作りました。
《みなさんの感想》 
●わたを触ることがなかったが、触ることができた ●糸をつ

むぐ体験ができた ●わたが体に良いことが学べた ●わたと

タネの分離がむずかしかったが、機械はあっという間にできた 
●わたを育ててくる活動をしたので、今日はつくれてうれしい 
●仕事が自宅勤務、子どもがいっしょに来れて喜んでいる

《須藤絵美先生より》雪の中たくさんの親子が意欲的に活動
に参加していた。親を中心に活動に参加、興味深く話を聞き、
理解されていた。親子の会話はもちろん、保護者同士でも
出来上がった人形を見せ合いながら笑顔で会話する姿がた
くさん見られた。糸にするのはなかなか大変等、昔ながら
の作り方を知り、大変さも感
じていた。5 月の綿の種植え
体験から続けて参加の家庭が
多く、水やりや収穫糸紡ぎの
流れを一通り見てもらうこと
ができて親子で楽しく興味深
く参加できたと思う。
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ひな人形と並んだかわいい綿人形



《箸づくり体験の感想》 ●ヒノキの香りに包まれながら、本来の箸の使い方まで学びました 

●本日特に印象に残ったことは学生の皆さんの説明やアシスタントがしっかりしていること

でした。この日のためにいろいろ準備してきたのだなと想像できた。一本の箸を作るだけで

もこんなに大変だと思い知らされた ●箸が製造されるまでの過程や、間伐材について、近

年の森林状況などの説明を行った後に箸づくりを行えばさらに良い

《「自然を守り取り戻す」講演より》 
◎「生物多様性枠組み」で、2030
年までに陸海の 30％保全目標。
《30BY30》地域ごとに各 30％保
全をしようと呼びかけ。埼玉で取
り組んでいる保全活動 ◎ナショ
ナルトラスト活動（売られる森を
みんなで買い取り保全） ◎サクラ
ソウトラスト…守るために上尾で
30 支部が活躍 ◎あら川流域のエ
コロジカルネットワーク…つなが
りながら町を作る ◎昔の川の曲
がった流れを生き返らせる ◎見沼田んぼ首都高ビオトープ…水をためておく。多重防衛治

水…調整池もセットに。世界での再
蛇行化例：スウェーデン ●身近な
自然を守っていかないと無くなって
しまうものなのだという危機感を
持った。森は私有地（売買可）

箸づくりと講演会

自然を守り取り戻す講師 埼玉県生態系保護協会事務局長　前田博之氏
2月19日（日）主催 エコポリスセンタ―／企画運営 センスオブアース

地域のネットワークを作ることで地域を大きく守っていける
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高島第一中学校緑小学校
西台中学校

板橋第二小学校板橋第七小学校

第22回 環境なんでも見本市
２月１日～３月１日◎テーマ「SDGｓ、私たちの取り組み」

WEB・展示・ワークショップ

ニュースでは、スペース上、学校を中
心に展示の一部をご紹介します。身近
な自然を守る取り組み・地産地消を
目指す活動が進んでいます


